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U E D A  S H I N K I N  B A N K  D I S C L O S U R E

１. 顧客とのふれあいを通じ、地元の金融機関として特化浸透を図る。
２. 知性と感性をみがいて、常に自己革新し、行動力の発揮により、多様化する顧客ニーズに対応する。
３. コミュニケーションとチームワークの強化により、打てば響く職場風土を醸成する。
４. 組織に弾力性と柔軟性をもたせ、環境の変化に対応する。
５. 健全経営により、適正な利益を確保し、会員・地域への還元と職員の裕かな生活環境の確立を目指す。

経営理念

経営方針
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　預金積金残高は、流動性預金と定期性預金が共に増加したことにより、2025年3月末比で151億98百万円増
加し、3,066億21百万円となりました。貸出金残高は、2025年3月末比で7億3百万円増加し、1,531億33百万
円となりました。内訳は、個人向けが住宅資金を中心に7億8百万円、地方公共団体が2億52百万円それぞれ増
加しました。

預金積金・貸出金の状況

２０２５年度上半期　業種ハイライト

損益等の状況
　金融機関本来の事業活動のみの利益を示す「コア業務純益」は、預金利回りの上昇により預金利息が増加した
ことから、2024年9月末比で15百万円減少し2億24百万円となりました。「コア業務純益（投資信託解約益を
除く）」は同37百万円減少し1億85百万円となりました。一方で、「経常利益」は不良債権処理費用の減少により、
2024年9月末比で26百万円増加し3億13百万円、「当期純利益」も31百万円増加し2億40百万円となりました。

（単位：百万円）
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自己資本比率の状況

不良債権（信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権）の状況
　不良債権とは利息や元金が返済されなくなる可能性の高い貸出金等のことをいいます。
金融再生法に基づく不良債権額は2025年3月末比で1億19百万円減少し41億99百万円で、不良債権比率も
0.09ポイント低下し2.71%となりました。この不良債権額のうち、担保や保証、貸倒引当金により32億72百
万円は保全されており、保全されていない9億26百万円は特別積立金187億円で十分にカバーされており、不
良債権への対応には万全を期しております。

　安全性を重視した運用を心掛けています。金利上昇下において債券の入替えが徐々に進み、利回りが上昇し
てきました。有価証券残高は、2025年3月末比5億84百万円増加し、1,020億66百万円となりました。
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　自己資本比率は金融機関の健全性を示す指標で、比率が高いほど経営がより健全であることを示しております。
2025年9月末の自己資本比率は17.61%であり、国内基準の4%を大幅に上回っております。

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、
　　信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断す
　　るための基準(平成18年金融庁告示第21号)」に基づき算出しております。
      なお、当金庫は国内基準により自己資本比率を算出しております。

有価証券の状況
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（注）1. 時価のあるものについては市場価格等に基づき、時価のないものについては帳簿価格等によって記載しております。
　　 2. 「差額」は、帳簿価額 (償却原価法適用後 )と時価との差額を計上しております。
　　 3. 「その他」は、外国証券、投資信託及びその他の証券です。



●本店所在地　: 上田市材木町一丁目 17 番 12 号
●創　　　立　: 1922 年（大正11年）12月 2 日
●会　員　数　: 20,005 名
●出　資　金　: 7 億 17 百万円
●預 金 積 金　: 3,066 億 21 百万円
●貸　出　金　: 1,531 億 33 百万円
●常勤役職員数   : 227 名
●店　舗　数　: 23 店舗

当金庫の概要（2025 年9月30日現在）

https://www.shinkin.co.jp/ueda/

編集・発行　上田信用金庫　総合企画部
〒386－0014
長野県上田市材木町 1丁目 17番 12号
TEL.0268-22-6260

２０２５年（令和７年）度上半期トピックス

　令和7年5月29日に当金庫本店イベントホールにて、JICAインドネシア国「持続可
能な開発目標（SDGs）地方実施体制強化プロジェクト」の研修が開催されました。
　本研修につきましては、インドネシア国においてSDGs関連の業務を所掌するイン
ドネシア中央政府およびインドネシア地方政府関係者を日本に招き、日本における
SDGsに資する取り組みについて学んでいただき、インドネシア国における今後の取
り組みに活かしていただくことを目的として実施されたものであります。上記プロ
ジェクトにおいて、インドネシア国独自のSDGs実施体制に基づき、特に地方での取り
組み強化を支援するものとして、日本のSDGs推進企業登録制度を参考とした取り組
みをインドネシア国にも導入し、SDGsファイナンスを促進したいとの声が上がって
いる現状を踏まえ、本研修にて、日本のSDGsと金融の取組事例として当金庫と長野県
とが連携した取り組みで、第1回地方創生SDGs金融表彰を受賞しました「SDGs/ESG
サポートローンと長野県SDGs推進企業登録制度」について、金融機関の立場から、当金庫に対して発表していただきたいという依頼
があったものです。当金庫としてもインドネシア国のSDGs、およびSDGs金融の促進に少しでも繋がれば、たいへん幸いなこととの思
いから、本研修をお受けさせていただくことといたしました。
　当日は、インドネシア国国家開発企画省組織連携担当大臣付き上級顧問Kurniawan Ariadi氏や国家開発企画省国家SDGs事務局専
門家チームコーディネーター Arifin Rudiyanto氏、ジャカルタ特別州地方開発企画庁社会・人口施策部門長Endah Nugrahaning 
Suciastuti氏などインドネシア国より7名の方が当金庫へ御来庫いただきました。
（ほか通訳の方など同行者4名）　　　　＊　JICAのホームページにも掲載されておりますのでご覧ください。

　信用金庫の日にちなみ、当金庫役職員１７名が献血活動に参加しました。

　地域の新入学児童全員に「交通安全黄色いハンカチ」を贈呈しました。

■交通安全「黄色いハンカチ」の贈呈

■当金庫にてJICAインドネシア国「持続可能な開発目標（SDGs）地方実施体制強化
　プロジェクト」の研修が開催されました。

４月

６月２０日■献血活動

　昭和39年7月6日に開設した野沢支店は、新築工事を実施
し、駐車場の改修工事を終え、令和7年9月16日に正式なオー
プンを迎えました。これも地域の皆様の温かいご支援のおかげ
と深く感謝しております。引き続き地域に愛される金融機関を
目指して職員一同精一杯努力して参りますので、今後とも一層
のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
　尚、野沢支店にて令和7年12月30日まで新店舗開店キャン
ペーンを実施しております。

■野沢支店を新築しました。


